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（以下『朝日』），『産経新聞ニュース検索サービス the Sankei Archives』（以下
『産経』），『毎日 News パック』（以下『毎日』），『ヨミダス文書館』（以下『読
売』）である。データの範囲は，データベースそれぞれの収録開始時点か










用言 かわいい 恋しい 欲しい －たい
サニ構文 0 0 9 121
一語化構文 105 104 3565 503
合計 105 104 3574 624











































































4. 2. 2 名詞修飾とサニ構文の出現率
次に，サニ構文の現れやすさを調べるために，名詞修飾という観点から
「－たい」が使われた例（ト格とカラ格の用例を除いたもの）を分析し，




格標示 ガ格 ヲ格 ニ格 ト格 カラ格 合計




















名詞修飾 なし あり 合計
サニ構文 30 69 99
一語化構文 313 186 499
合計 343 255 598
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9例（例：「子供が欲しさに連れ出した」『産経』1993年 6 月 5 日大阪夕刊）と
「－たい」（ガ格をとるもの）によるサニ構文の 7例（例：「子どもの喜ぶ顔


















れ」と 5例の「それ」によるもの）。その 7例のうちサニ構文の用例は 1例の











































































































































































































種類のタイプに区別した（例えば，11 a, 14 a が「名詞」，11 b, 14 b が「動









和子 1976 : 137−150など），実例の確認ができなかったため言及しない。
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